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事務局報 告

○１９９８年度第２１ul幹事会。１９９８年皮鋪11111評議典会

’1時：１９９８年１２月５１１１０：００～１３：()Ｏ

場所：東北大学理学部附屈植物卿

１．新''二|合liil枠事会・評議此会を|＃|怖し，総会で､の#&告

事項および審議事項について群縦した。総会の報

告･審議事項と重複しない１f項は以下の通りで､ある。

２．学会第２期の新役員の惟嚇・承認を行った。会長・

評議員・会計監査については推燃のみとした。

３．事務局の役割分担を確認した。輔務局は，蕊務局

長・庶務幹事・会計幹ﾘ・渉外幹1fで構成すること

を確認した。

４．会誌の発行がおくれているが、今後，新入会員には

詰新号を送付することで対応していくこととした。

５．新幹事会において．できるだけ￥い時期に各委員会

の内規を整備することとした。

６．学会会計を明瞭なものとするために、蛎務局および

各委員会での事務経溌の実質計上の完全を図るよう

にすることとした。

○第１３回１１本柚生史学会大会

１９９８年１２月５．６日．東北大学理学部附属植物1判にお

いて，招待講演．一般研究発災（１１噸発表とポスター発

表)および総会からなる第l31ulII本柚'|ﾐ史学会大会を開

催した。今回はシンポジウムを開催せず，一般研究発表

を主体にした。大会実行委此長：鈴木三男（東北大学理

学部附属植物|刺)。

◆大会日程

１２月５日（土）１４：００～１４：１０開会挨拶

１４：１０～１５：３０一般研究発表

１５：３０～１６：００ポスターフラッシュ

１６：２０～１７：２０招待識減

１７：３０～１８：００総会

１８：００～１９：００ポスター発表

１９：()()～２１：０(）懇親会

１２月６日（、）９：３０～１２：５０一般研究発表

１２：５０１１１会

◆招待講演

竹内貞子(斉藤報恩会自然史博物館）：火北地方における

後期新生代の植物相および植生の変遷

◆一般研究発表（口頭発災）

松下まり子・兵頭政幸・而原新・佐藤裕’１・田中直吾・

小倉博之：室戸半島大野台海成段庇堆積物の植物化

石群

奥ⅡI昌明・安''1蒋恋・瀬戸’１烈司：ギリシャ南東部

Kopais湖における過去約５()刀ｲrilllの植生史復元

清水丈太：神奈川l'|↓逗j'･市，池子遺跡の花粉化石群

生ﾉﾉ正俊・泉比,'711志：花粉の形態は．ミズナラ，カシワ

及び種間雑柿を識別する指標と成り得るか？

辻誠一郎：青森平野南部．大矢沢野川の更新世・完新

世の層序・細イドと柿′'５史{ilf究における意義

木村勝彦：青森市大矢沢野川遺跡の埋没林における年輪

年代学的研究

鈴木三男・前山純子・llllllIiI,久：三内丸山遺跡における

炭化材樹師組成解析の試み

野手蒋行・沖沸進・而原新：現在の本州におけるト

ウヒ属バラモミ節の分布

那領粘郎：南Ili制|菖沢の化ｲi蘇緬群集から復元した晩氷期

の針葉樹林の生育fﾉ:地

野中俊夫：宮城以北部の瀬峰１脚より産出したシモツケ臆

化石

住川雅||・辻誠一郎・南水睦彦：サハリン南部セデフ湖

の縄文海進以降の大型仙物化石群

千藤克彦・植川弥′'2．新|||稚広：材・大型植物・花粉・

昆虫・等の分析からI1Ilらかになった岐阜県・荒尾南

遺跡の古環境変遷

後藤香奈子・辻誠一郎・吉川昌伸・辻圭子・住田稚

和：青森平野南部の完新11tの植生史

◆一般研究発表（ポスタ一発災）

植村和彦・西Ｈ１腿雄：佐1廿保含炭地北東部阿漕の漸新

枇植物群

佐瀬峰・細野術：テフラ・土壌累積屑に記録された

最終間氷期以降の柿物雌酸体群集変仙一十和川火山

テフラ分布城の例

大井信夫：フィリピン・ルソン島北部カガヤン川下流ラ

ロ地域の完新仙堆破物の花粉分析

吉川''1,仲：絶対花粉股(1)()lleninflux）による武蔵野台

地東部の植生変遷史

江L1誠一・村I1I泰lIiIli：神奈川II1池r･遺跡における縄文海

進海退期のhIli物珪酸体化ｲi群と珪藻化石群

村田泰輔：神奈川県逗子Tlj池子遺跡から得られた珪藻化

石群集に基づく水域古環境の変遷

河室公康・石塚成宏・南浩史：黒色上腐植のdl30C分

析による腐柚給源植物の推定

植川弥生：山手宙前遺跡（岐阜県揖斐郡藤橋村）の縄文
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時代中期の住居跡出土埋饗内の炭化材樹祁

能城修一・鈴木三男・辻誠一郎：佐賀県古野ヶ里遺跡

の木製品の樹･極

鈴木三男：年輪構造によるケヤキ伐採季節特定の試み

◆総会（議事摘要）

議長：谷川章雄（上I'稲田大学）

Ｌ報告事項

１．１９９８年度事業報告

1-1．庶務

(1)会員動向（１９９８年１２月111現在）：４０４名。

(2)会員名簿作成のためのアンケート調査をした。

(3)1998年７月時点で1994年度までの会費長期未納者

１９名を除名した。

1-2．編集

(1)会誌第６巻第１号を編集・刊行した。第２り今以降の編

集を進めた。

1-3．行事

(1)節１２回日本植生史学会大会を１９９７年１２月６．７１｣．

兵庫県立人と'’1然の博物館で､開催した。

(2)第１６回日本柿生史学会談話会をｎ本生態学会第４５回

大会の自由集会として１９９８年３月２７Ⅱ．！』〔都大学総

合人間学部人|Ｍ１環境科学研究科において|＃l催した。

テーマ『YoullgerDryasの頃，｜｣本ではブナが増え

た」で，lllLl健太郎・北川浩之・安田喜恵「縞井県水

１１湖年縞堆積物の花粉分析に蕪づくYoungerDryas

前後の植生変遷」の話題提供があった。

(3)第１３回日本hＭそ史学会大会を１９９８年１２月５．６１こ|，

東北大学理学部附属植物隙|で開催すべく準備を進め

た。

２．１９９８年度決算報告・会計聴盃報告

（1997年１０月１１１～１９９８年９１１３０１｣）

収入 支ll1，

会費

会誌売上

利‘ﾛ、

収入合計

前年度繰越金

488.000

85,200

‘４５９

会誌発行費

通信曲

半務経費

雑費

573,659支出合計

475,641次年度繰越金

779755

84805

5,321

3,810

873,691

175,609

ﾉﾊ、
'二-１ 計1,049,300合計ｌ､049,300

11．審議事項

1．役貝の選出

会111に基づき会長・評議貝・会計監査を選111,した。

新役員は幹事会を含め以一ﾄﾞの通りである。

会長：鈴木三男

評議員：植村和彦・谷川章雄・西田治文・佃烏司・

南木|睦彦

会計監査：車崎正彦

幹事：辻誠一郎（事務局長）・田川裕美（庶務）・

江|｣誠一（会計）・松下まり子（渉外）

編集委員会：能城修一（委此長）・百原新（副）

行事委員会：木村勝彦（委員長）・半出久美子（副）

情報データベース委員会：高原光(委員長）・大井信夫

（刑）

標本データベース委員会：辻誠一郎（委員長）・能城

修一（副）

２．１９９９年度事業計画

2-1．庶務

(1)学会員名簿を刊行する。

(2)交換雑誌・寄贈図書を整理し，会員に公開する。

2-2．編集

(1)会誌第６巻第２号，第７巻第１．２号，第８巻第１号を

編集・刊行する。

2-3．行事

(1)第l71ulI｣本植生史学会談話会を１９９９年５月１５．１６

１１，青森市三|人l丸山遺跡と大矢沢野田遺跡において野

外巡検を主体に開催する｡

(2)第ｌ４ｍＨ本柿生史学会大会を１９９９年１１月か１２月に

開催する。関西を第１候補に開催地を検討する。

３．１９９９年度予算案（1998年１０月～１９９９年９月）

収入

会費

会誌売上

利息

Ｌ718,000

８２０００

５００

収人合計1800500

前年度繰越金175,609

支出

会誌発行費

通信費

事務経費

雑費

予備費

1874,000

７５．０００

１０，０００

3,810

17,109

ノム、
Ｉ~１ 計1,976109合計1,976109

(文責：辻誠一郎）


